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長 日条件下におけるアカマツ稚苗の栄養生長に関する研究
(主 査)
論文調査委員 教 授 四手井綱英 教 授 佐 野 宗 一 教 授 滝 本 敦
論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, わが国の山地に広くかつ 普遍的に分布するアカマツの稚苗を材料とし, 主と して長日条件
(9時から17時まで自然陽光,17時以降遮光して1501uxの昼光色蛍光灯または白熱電灯で照明) 下におけ
る栄養生長について, 短日条件下における生長と対比しながら研究した成果をとりまとめたものである｡
実験は圃場, ガラス室およびファイトトロンで行なわれ, 材料としては, 青森県から鹿児島県にわたる
各地産の優良マツの種子から得られた 0年生および1年生以上の稚苗が用いられた｡ また生長に関する要
因としては, 主軸, 葉および根の伸長生長, 重量生長, 形質の変化などが測定され, 栄養生長に関する光
周反応について詳細な検討がなされた｡
得られた主な成果は次のようである｡
1) アカマツ0 年生苗の主軸長や初生葉の伸長生長は長日処理, 特に連続光処理により著しく増大す
るが, 腫軸, 子葉および根の伸長は, ほとんど日長の影響をうけない｡
2) 長日処理により生長期問が延長されるのではなく, 伸長速度が増加する｡
3 ) 長日効果は処理時間によって異なり, 8 , 9 月頃の生長終期における処理が最も有効である｡






9)主軸伸長休止後の長日処理は効果が著しく顕著である｡ この場合, 地上部の主軸, 側枝の伸長, 尋
常葉の発現, 伸長が特に著しい｡ また0 年生同様地下部の生長には ほとんど効果が認められず, 従っ






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
緑色植物の光周性は, 元来主として草本植物の開花につき研究されて来たものであるが, 木本植物に関
しては, その特性上栄養生長について研究されていて, これに関する報告もかなり多い｡ そして, 多くの
木本植物の栄養生長が, 長日条件で促進され, 短日条件で抑制されることが知られている｡
本論文の著者は, わが国でもっとも天然分布が広く, 栄養生長に対する光周反応が顕著であるアカマツ
を対象として, 特に長日処理による栄養生長の促進に関し, 生理, 生態学的観点から長年にわたり実験を
くりかえして詳細に検討した｡
その結果, 長日処理は稚苗の単位菓量当りの呼吸および同化速度にはほとんど影響しないが, 主軸の伸
長速度, 稚苗当りの実数, 葉の長さ, 巾, 厚さの増加と尋常葉の発現に有効に働き, 重量生長を著しく促





あって, 樹木生理 ･生態学ならびに実際林業における養百期間の短縮技術に貢献するところが, すこぶる
大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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